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研究成果の概要（和文）：研究代表者らが独自開発した子どもの精神病リスク早期スクリーニング・システム 
CPSSを臨床運用して小児科および児童精神科外来患者の精神病リスク%を算出し、前向追跡調査によりアウトカ
ムを検証してCPSSの予後予測能を確認した。その結果、CPSSの精神病発症予測能は従来の精神病リスク指標より
も高く、十分な予後予測能を持つことが確認された。また、CPSSは神経発達障害群と精神病リスク群との鑑別に
も有用であることが明らかとなった。精神科への早期リファーを必要とする精神病リスク児童をスクリーニング
する客観的補助診断法として、CPSSを小児科臨床に役立てることができるだろう。

研究成果の概要（英文）：The CPSS, an early screening system for psychosis risk in children 
originally developed by the principal investigator, was clinically implemented to calculate the % 
risk of psychosis in pediatric and child psychiatric outpatients, and the prognostic power of the 
CPSS was confirmed through a prospective follow-up survey to verify outcomes. The results showed 
that the CPSS had a higher predictive power for psychosis than conventional psychosis risk indices 
and had adequate prognostic power. The CPSS was also found to be useful in differentiating 
neurodevelopmental disorders from psychosis risk groups. The CPSS must be useful in pediatric 
practice as an objective adjunctive diagnostic tool for screening children at risk for psychosis who
 require early referral to psychiatry.

研究分野： 精神医学

キーワード： 精神医学　子ども　精神病リスク　スクリーニング　統合失調症スペクトラム障害　CPSS　予後予測　
神経発達障害

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
精神病は一度発症すると欠陥症状を残し、慢性的な機能レベル低下に至る予後不良の疾患である。発症の前に早
期リスク同定、予防的早期介入（これまで栄養補助、認知機能改善療法、運動療法、低用量薬物療法などが提唱
されている）を行うことが個人のメンタルヘルスのみならず我が国のヒューマンキャピタルの観点からも重要で
ある。CPSSが算出する精神病リスク情報を小児科と精神科で共有することにより、不適応リスク児童に対する円
滑な医療フローを実践することができ、さらに医療・教育・福祉の緊密な連携のもとにエビデンスに基づいた社
会的支援を実現することが出来ると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
現代における価値の多様化やネット環境の急激な普及などの諸要素は、子どものメンタルヘ

ルスに様々な影響を及ぼしている。その一つが若年層における精神病の非特異化と不全型の増
加である。増加の一途をたどる社会的ひきこもりや不登校などの不適応遷延例の中にもこのよ
うな不全型が存在することは 1990 年代より精神医学領域で多く報告されている。顕在発症未然
の精神病リスク群の子どもを早期同定し、ひきこもり解消など適応向上のために早期介入を行
うことは我が国のヒューマンキャピタルの観点からも重要な課題である。しかしながら、これま
で精神病リスク群早期同定臨床ツールは何れもその同定対象が思春期－成人に限られおり、子
どものリスク群同定の方法は未だ開発されていない。生物学的なエンドフェノタイプマーカー
研究においても児童臨床でのリスク群同定方法がないために指標の動態に関するエビデンスが
検証、集積できない状態にある。また、精神病リスク群と神経発達障害群との鑑別も臨床上の重
要な課題として残存している。 
 
 
２．研究の目的 
 
 研究代表者らは遡及的調査研究から統合失調症患者の児童期には既にサブクリニカルな行動・
心理特性（ひきこもりや思考の問題、極端な攻撃性欠如など）のコンビネーション・パターンが
存在することを明らかにしている 1)。この特性パターンをアルゴリズムに組み込んだ「子どもの
精神病リスク早期スクリーニング・システム The Child Psychosis-risk Screening System 
(CPSS)」を開発した（濱崎,中山 2019、特許第 6466548 号）。当該研究では実際に CPSS を運
用して小児科および児童精神科外来患者の精神病リスクを算出し、前向追跡調査によりアウト
カムを検証して CPSS の診断能および予後予測能を確認することとした。また、リスク群の子
どもに対して早期介入戦略を構築することを目的とした。  
 
 
３．研究の方法 
 
大学病院および市中病院の小児科・精神科を受診する 6～18 歳の外来患者 500 人を対象に前向

研究を行った。まず Child Behavior Checklist（CBCL6-18）、診療録臨床データ(性別、年齢、
出生月、主訴、診断、虐待、いじめ、ひきこもり)を用いて対象を評価し、CBCL6-18 のデータか
ら CPSS が精神病発症のリスクを算出した。神経発達障害、統合失調症スペクトラム障害（SSD）、
うつ病性障害、不安障害、身体症状性障害、その他の 6つの診断カテゴリーを定義し、各診断カ
テゴリーにおける CPSS リスクの分散を検証した。さらに、SSD と各神経発達障害群（自閉症ス
ペクトラム障害（ASD）、注意欠如・多動性障害（ADHD)、その他）の CPSS リスクの分散を検証し
た。初回評価から 1年後には、精神病（SSD）発症状況を確認した。ROC 解析および機械学習 GBDT
により、上記臨床データおよび CPSS が 1 年後の精神病発症を予測する精度および変数重要度を
算出した。 
 
 
４．研究成果 

 

(1) CPSS の即時 SSD 診断能 
 分散分析の結果、診断カテゴリー間で CPSS
リスク分散に有意差があり（Kruskal–Wallis 
test; p<0.001）、特に SSD と神経発達障害の
間で差が大きいことが判明した（Bonferroni‘s 
method; p=0.001）（図 1）。SSD と各神経発達障
害群（ASD、ADHD、その他）を比較すると、SSD
と ASD、および SSD と ADHD との間にそれぞれ有意差を認めた（Bonferroni method; p=0.004, 
p<0.001）（図 2）。 
また、CPSS の SSD 識別能を検証するため ROC 解析を行った。その結果、AUC は 0.853（95%CI: 

0.774–0.931）であり、CPSS は十分な SSD 診断能を持つことが示された（図 3）。また、ROC 曲線
におけるカットオフ値は CPSS リスク：98.1％（logit(p)=3.94) であり、感度は 0.909、特異度



は 0.840 であった。18.3％の患者（小児科 12.5％、精神科
29.1％）がカットオフ値以上のリスク群と同定された。横
断的ロジスティック回帰分析の結果、統合失調症診断、虐
待、冬生まれ、ひきこもりはリスク群と関連しており、そ
れぞれのオッズ比は 52.44、0.10、1.91、1.45 であった。
身体的主訴のある・なしはリスク群とは関連していなかっ
た。 
 
(2) CPSS の予後予測能 
ROC 解析の結果、CPSS は十分な精神病発症予測能（1 年

後の SSD 発症予測）を示した（AUC＝0.887, 95％CI：0.843-
0.931）（図 4）。カットオフ値は CPSS リスク：97.02%で、
感度%92.9%、特異度 79.3%であった。 
 
(3) CPSS を含む全ての臨床データによる予後予測 
CPSS リスク％を含むすべての臨床データを用いて機械

学習 GBDT 分析を行い、精神病発症予測（1 年後の SSD 発
症予測）における変数重要度を算出した。その結果、臨床
データの中で CPSS リスク％の変数重要度が最も大きく、
一方でこれまで児童の精神病リスク指標として汎用され
ることの多かった CBCL 下位尺度 V「思考の問題」は変数
重要度が極めて低いことが明らかとなった。また同様の
GBDT 分析で、即時 SSD 診断モデルよりも 1 年後の予後予
測モデルの予測精度のほうが高いことが分かった（表１，
２）。 

 
 
(4)結果のまとめ 
CPSS の SSD 発症予測能は従来の精神病リスク指標よりも高く、十分な予後予測能を持つこと

が確認された 2)3)。また、CPSS は神経発達障害群と精神病リスク群との鑑別にも有用であること
が明らかとなった 3)。不定愁訴やひきこもり・不登校などのため長期間小児科でフォローされる
不適応例のなかから精神科への早期リファーを必要とする精神病リスク児童をスクリーニング
する客観的補助診断法として、CPSS を小児科臨床に役立てることができるだろう。精神病は一
度発症すると欠陥症状を残し、慢性的な機能レベル低下に至る予後不良の疾患である。発症の前
に早期リスク同定、予防的早期介入（これまで栄養補助、認知機能改善療法、運動療法、低用量
薬物療法などが提唱されている）を行うことが個人のメンタルヘルスのみならず我が国のヒュ
ーマンキャピタルの観点からも重要である。CPSS が算出する精神病リスク情報を小児科と精神
科で共有することにより、不適応リスク児童に対する円滑な医療フローを実践することができ、
さらに医療・教育・福祉の緊密な連携のもとにエビデンスに基づいた社会的支援を実現すること
が出来ると考える。 
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図 3. ROC 解析結果 – CPSS の SSD 診断能 

図 4. ROC 解析結果 – CPSS の SSD 発症予測能 

表１．GBDT による Visit1 データ→ Visit1 の即時 SSD 診断モデル 

表２．GBDT による VisitN-1 データ → Visit N の予後予測モデル 
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